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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年6月19日(2008.6.19)

【公表番号】特表2008-504430(P2008-504430A)
【公表日】平成20年2月14日(2008.2.14)
【年通号数】公開・登録公報2008-006
【出願番号】特願2007-519358(P2007-519358)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｊ 123/10     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 123/08     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   5/24     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  47/06     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  47/78     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ  23/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｌ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｊ 123/10    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 123/08    　　　　
   Ｂ３２Ｂ   5/24    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  47/06    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  47/78    　　　　
   Ｂ２９Ｋ  23:00    　　　　
   Ｂ２９Ｌ   9:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月23日(2008.4.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２つの成分を含むラミネーション接着剤であって、前記２つの成分が：
　ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８の条件２３０℃／２．１６ｋｇにより測定したときに、０．５ｇ
／１０分から１００ｇ／１０分までの間のメルトフローレートを有する少なくとも一つの
プロピレンをベースとしたポリマーを含む成分Ａ）；および
　０．８５ｇ／ｃｃから０．９０ｇ／ｃｃまでの間の密度を有し、且つ、３５０°Ｆ（１
７７℃）におけるＡＳＴＭ　Ｄ３２３６により測定したときに、３００ｃＰから５０，０
００ｃＰまでの間の粘度を有する少なくとも一つのエチレンをベースとしたポリマーを含
む成分Ｂ）；
であり、
　ここで、成分Ａ）は６０パーセントから９５パーセントまでであり；成分Ｂ）は４０パ
ーセントから５パーセントまでであって、上記パーセンテージが当該ラミネーション接着
剤の総合重量をベースとした重量百分率である；
ラミネーション接着剤。
【請求項２】
　少なくとも２つの成分を含むラミネーション接着剤であって、前記２つの成分が：
　ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８の条件１９０℃／２．１６ｋｇにより測定したときに、０．５ｇ
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／１０分から１００ｇ／１０分までの間のメルトインデックスを有する少なくとも一つの
エチレンをベースとしたポリマーを含む成分Ａ）；および
　ＡＳＴＭ　Ｄ－７９２により測定したときに、０．８５ｇ／ｃｃから０．９０ｇ／ｃｃ
までの間の密度を有し、且つ、粘度を３５０°Ｆ（１７７℃）におけるＡＳＴＭ　Ｄ　３
２３６により測定したときに、３００ｃＰから５０，０００ｃＰまでの間の粘度を有する
少なくとも一つのエチレンをベースとしたポリマーを含む成分Ｂ）；
であり、
　ここで、成分Ａ）は７０パーセントであり；成分Ｂ）は３０パーセントであり、上記パ
ーセンテージが成分Ａ）および成分Ｂ）の総合重量をベースとした重量百分率である；
ラミネーション接着剤。
【請求項３】
　少なくとも２つの成分を含むラミネーション接着剤であって、前記２つの成分が：
　ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８の条件２３０℃／２．１６ｋｇにより試験したときに、それぞれ
０．５ｇ／１０分から１００ｇ／１０分までの間のメルトフローレートを有する少なくと
も一つのプロピレンホモポリマーまたはプロピレン／α－オレフィンインターポリマーを
含む成分Ａ）；および
　ＤＳＣを用いて測定したときに、３０パーセント未満の結晶化度を有し、且つ、ＡＳＴ
Ｍ　Ｄ１２３８の条件２３０℃／２．１６ｋｇにより測定したときに、２５ｇ／１０分よ
り大きいメルトフローレートを有する少なくとも一つのプロピレンをベースとしたポリマ
ーを含む成分Ｂ）；
であり、
　ここで、成分Ａ）は６０パーセントから９５パーセントまでであり；成分Ｂ）は４０パ
ーセントから５パーセントまでであって、上記パーセンテージが成分Ａ）および成分Ｂ）
の総合重量をベースとした重量百分率である；
ラミネーション接着剤。
【請求項４】
　少なくとも２つの成分を含むラミネーション接着剤であって、前記２つの成分が：
　ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８の条件１９０℃／２．１６ｋｇにより試験したときに、０．５ｇ
／１０分から１００ｇ／１０分までの間のメルトインデックスを有する少なくとも一つの
エチレンをベースとしたポリマーを含む成分Ａ）；および
　ＤＳＣを用いて測定したときに、３０パーセント未満の結晶化度を有し、且つ、ＡＳＴ
Ｍ　Ｄ１２３８の条件２３０℃／２．１６ｋｇにより測定したときに、２５ｇ／１０分よ
り大きいメルトフローレートを有する少なくとも一つのプロピレンをベースとしたポリマ
ーを含む成分Ｂ）；
であり、
　ここで、成分Ａ）は６０パーセントから９５パーセントまでであり；成分Ｂ）は４０パ
ーセントから５パーセントまでであって、上記パーセンテージが成分Ａ）および成分Ｂ）
の総合重量をベースとしたものである；
ラミネーション接着剤。
【請求項５】
　上記成分Ｂ）が、エチレン／Ｃ３からＣ２０までのα－オレフィンインターポリマーか
らなる群から選択される少なくとも一つのエチレンをベースとしたポリマーを含む、請求
項１または２に記載の接着剤。
【請求項６】
　上記成分Ｂ）がエチレン／Ｃ３からＣ８までのα－オレフィンインターポリマーからな
る群から選択される少なくとも一つのエチレンをベースとしたポリマーを含み、ここで、
前記α－オレフィンがプロピレン、１－ブテン、２－メチル－１－プロペン、１－ペンテ
ン、２－メチル－１－ブテン、１－ヘキセン、４－メチル－１－ペンテン、１－ヘプテン
および１－オクテンからなる群から選択される、請求項１または２に記載の接着剤。
【請求項７】
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　成分Ａ）の上記少なくとも一つのプロピレンベースのオレフィンポリマーがポリプロピ
レンホモポリマーおよびプロピレン／エチレンインターポリマーからなる群から選択され
、ここで、該エチレンの含有量が前記インターポリマーのうちの２０重量パーセント以下
である、請求項１または３に記載の接着剤。
【請求項８】
　請求項１から４のいずれかに記載の組成を有するラミネーション接着剤を含むラミネー
ト構造物であって、少なくとも三つの熱可塑性層を含み、ここで前記層が相互に共押出し
、熱接合、融着及び／又は圧着されている、ラミネート構造物。
【請求項９】
　層１）、層２）および層３）を含むラミネート構造物であって：
　層１）は、（ＡＳＴＭ　Ｄ　１２３８、条件２３０℃／２．１６ｋｇにより測定したと
きに）０．５ｇ／１０分から１００ｇ／１０分までの間のメルトフローレートを有する少
なくとも一つの熱可塑性のプロピレンをベースとしたポリマーを含み；
　層３）は少なくとも一つの熱可塑性のオレフィンをベースとしたポリマーを含み；
　層２）は、層１）および層３）の間に配置され、ある接合様式において層１）と層３）
との両方に緊密に接触しており、且つ、請求項１から４のいずれかに記載の組成を有する
ラミネーション接着剤を含んでおり；
　ここで、当該ラミネート構造物が、ある接合様式において相互に緊密に接触した状態で
配置された単に層１）および層３）のみから成る同等なラミネートの個別的な剥離強度と
比べたときに、高められた剥離強度を有している；
ラミネート構造物。
【請求項１０】
　層１）および層３）の両方が、（ＡＳＴＭ　Ｄ　１２３８、条件２３０℃／２．１６ｋ
ｇにより測定したときに）０．５ｇ／１０分から１００ｇ／１０分までの間のメルトフロ
ーレートを有する熱可塑性のプロピレンをベースとしたポリマーを含む、請求項９に記載
のラミネート。
【請求項１１】
　層１）および層３）の両方がフィルム層である、請求項９に記載のラミネート。
【請求項１２】
　層２）の成分Ａ）がプロピレンをベースとしたポリマーであって、該ポリマーが、層１
）の上記少なくとも一つの熱可塑性のプロピレンをベースとしたポリマーの粘度およびメ
ルトフローレートと同じ粘度およびメルトフローレートを有するプロピレンホモポリマー
であり；層２）の成分Ｂ）がエチレンをベースとしたポリマーであって、該ポリマーが、
０．８７ｇ／ｃｃから０．８８ｇ／ｃｃまでの間の密度を有し、且つ、３５０°Ｆ（１７
７℃）におけるＡＳＴＭ　Ｄ３２３６により測定したときに、５，０００ｃＰから２０，
０００ｃＰまでの間の粘度を有するＣ８α－オレフィンコポリマーである、請求項９に記
載のラミネート。
【請求項１３】
　層１）または層３）のうちの一方の層が熱可塑性フィルム層であって、もう一方の層が
不可欠な要素として不織布ウェブを含む層であり、前記不織布ウェブが、スパンボンデッ
ド、カーデッド熱接合ステープル繊維、エアーレイド、メルトブローン不織布熱可塑性ま
たは前述のものの組合せから選択される、請求項９に記載のラミネート。
【請求項１４】
　層１）または層３）のうちの一方の層が熱可塑性フィルム層であって、もう一方の層が
不可欠な要素として熱可塑性フォームを含む層である、請求項９に記載のラミネート。
【請求項１５】
　当該ラミネートが、単に層１）および層３）のみから成る同等なラミネートの個別的な
剥離強度と比べたときに、少なくとも２５パーセント高められた層１）と層３）との間の
１８０°方向の剥離強度を有している、請求項１２、１３または１４に記載のラミネート
。
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【請求項１６】
　三つの層、層１）、層２）および層３）を含むラミネート構造物であって、ここで、層
２）が請求項１から４のいずれかに記載の組成を有するラミネーション接着剤を含んでお
り、当該ラミネートが、単に層１）および層３）のみから成る同等なラミネートの個別的
な剥離強度と比べたときに、少なくとも２５パーセント高められた層１）と層３）との間
の１８０°方向の剥離強度を有している、ラミネート構造物。
【請求項１７】
　請求項１から４のいずれかに記載の接着剤組成物を含むフィルム／不織布ラミネート。
【請求項１８】
　オムツ、トレーニングパンツ、吸水性アンダーパンツ、成人用尿漏れ防止用品および女
性衛生用品からなる群から選択されるパーソナルケア製品であって、前記パーソナルケア
製品が請求項１７に記載のラミネートを含んでいる、パーソナルケア製品。
【請求項１９】
　層２）がポリオレフィンマトリックス内における分散相を含む結合層であって、ここで
、前記分散相は離散した微粒子及び／又は縞の形態であってよく、且つ、該分散相の離散
的な微粒子及び／又は縞は０．０５ミクロン（μｍ）から１ミクロンまでの間の平均幅を
有しており；
　ここで、上記分散相が成分Ｂ）を含み、該マトリックスが成分Ａ）を含む；
請求項９に記載のラミネート構造物。
【請求項２０】
　当該ラミネートが層２）を層１）と層３）との間に押出しすることにより形成される、
請求項９に記載のラミネート構造物。
【請求項２１】
　上記層２）の押出し中、該押出し物の温度が層１）および層３）の溶融温度付近または
溶融温度以上である、請求項２０に記載のラミネート構造物。
【請求項２２】
　上記層２）の押出し中、該押出し物の温度が３４０°Ｆ（１７１℃）から３７０°Ｆ（
１８８℃）までの間であり、該押出機が１５ｒｐｍから３０ｒｐｍまでの速度で運転され
る、請求項２１に記載のラミネート構造物。
【請求項２３】
　少なくとも２つの成分を含むラミネーション接着剤であって、前記２つの成分が：
　ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８の条件１９０℃／２．１６ｋｇにより測定したときに、５ｇ／１
０分から１００ｇ／１０分までの間のメルトフローレートを有する少なくとも一つのエチ
レンをベースとしたポリマーを含む成分Ａ）；および
　ＡＳＴＭ　Ｄ－７９２により測定したときに、０．８５ｇ／ｃｃから０．９０ｇ／ｃｃ
までの間の密度を有し、且つ、粘度を３５０°Ｆ（１７７℃）におけるＡＳＴＭ　Ｄ　３
２３６により測定したときに、３００ｃＰから５０，０００ｃＰまでの間の粘度を有する
少なくとも一つのエチレンをベースとしたポリマーを含む成分Ｂ）；
であり、
　ここで、成分Ａ）は６０パーセントから９５パーセントであり；成分Ｂ）は４０パーセ
ントから５パーセントであり、上記パーセンテージが成分Ａ）および成分Ｂ）の総合重量
をベースとした重量百分率である；
ラミネーション接着剤。
【請求項２４】
　少なくとも２つの成分を含むラミネーション接着剤であって、前記２つの成分が：
　ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８の条件１９０℃／２．１６ｋｇにより測定したときに、０．５ｇ
／１０分から１００ｇ／１０分までの間のメルトフローレートを有する少なくとも一つの
エチレンをベースとしたポリマーを含む成分Ａ）；および
　ＡＳＴＭ　Ｄ－７９２により測定したときに、０．８５ｇ／ｃｃから０．９０ｇ／ｃｃ
までの間の密度を有し、且つ、粘度を３５０°Ｆ（１７７℃）におけるＡＳＴＭ　Ｄ　３
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２３６により測定したときに、３００ｃＰから５０，０００ｃＰまでの間の粘度を有する
少なくとも一つのエチレンをベースとしたポリマーを含む成分Ｂ）；
であり、
　ここで、成分Ａ）は６０パーセントから９５パーセントであり；成分Ｂ）は４０パーセ
ントから５パーセントであり、上記パーセンテージが成分Ａ）および成分Ｂ）の総合重量
をベースとした重量百分率であり；
　前記エチレンをベースとしたポリマーが、均一に分岐した線状エチレンインターポリマ
ー、均一に分岐した実質的に線状のエチレンインターポリマー、ポリエチレンホモポリマ
ー、エチレン－アクリル酸（ＥＡＡ）コポリマー、エチレンビニルアセテート（ＥＶＡ）
コポリマー、エチレンと少なくとも一つのモノカルボン酸のコポリマー、エチレンと少な
くとも一つのモノカルボン酸のエステルのコポリマー、エチレンターポリマー、エチレン
／１－オクテンコポリマー、エチレン／プロピレンコポリマー、エチレン／１－ペンテン
コポリマー、およびエチレン／１－ヘキセンコポリマーからなる群より選択される、
ラミネーション接着剤。
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